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県
内
各
単
組
は
、「
平
均
０
・

２３
％
賃
金
引
き
下
げ
・
１２
月
期

末
で
減
額
調
整
・
現
給
保
障
の

段
階
的
廃
止
」
を
内
容
と
す
る

国
勧
告
準
拠
の
当
局
提
案
に
対

し
て
、
職
員
と
家
族
の
生
活
改

善
に
使
用
者
責
任
を
果
た
せ
、

勧
告
準
拠
で
は
な
く
生
活
改
善

を
行
う
よ
う
、
と
の
立
場
で
交

渉
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

使
用
者
責
任
を
果
た
す
こ
と

を
認
め
つ
つ
も
、
愛
知
県
の
平

均
０
・
２
％
賃
金
引
き
上
げ
勧

告
を
参
考
に
せ
ず
、
国
勧
告
準

拠
に
固
執
す
る
当
局
と
粘
り
強

い
交
渉
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

１１
月
半
ば
か
ら
の
最
終
局
面

の
交
渉
で
、「
国
や
県
が
実
施

し
な
い
現
給
保
障
の
廃
止
を
先

ん
じ
て
行
う
な
」、
ラ
ス
１
０

０
以
下
や
地
域
手
当
改
悪
、
昇

給
抑
制
を
実
施
し
て
き
た
単
組

で
は
「
１２
月
期
末
の
減
額
調
整

措
置
を
や
め
よ
」
と
追
及
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
現
給
保
障

廃
止
を
切
り
離
し
、
条
例
改
正

は
見
送
り
と
し
た
単
組
が
瀬

戸
・
春
日
井
を
は
じ
め
県
内
全

域
に
広
が
り
ま
し
た
。
現
給
保

障
廃
止
の
実
施
単
組
で
も
豊
橋

な
ど
激
変
緩
和
措
置
や
改
善
方

向
を
示
す
回
答
を
引
き
出
し
て

い
ま
す
。
看
護
師
確
保
の
た
め

医
療
職
の
賃
金
引
き
下
げ
を
見

送
る
単
組
や
、
若
者
の
士
気
を

あ
げ
る
初
任
給
改
善
や
ラ
ス
の

落
ち
込
み
の
大
き
い
年
齢
層
の

賃
金
改
善
に
向
け
た
協
議
を
開

始
さ
せ
る
単
組
な
ど
、
独
自
の

課
題
を
前
進
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
つ

い
て
、
夏
季
休
暇
取
得
や
時
給

単
価
改
善
、
人
間
ド
ッ
ク
の
取

り
扱
い
な
ど
の
前
進
回
答
も
引

き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
治
体
に
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
の
生
活
改
善
を
求
め
て
、

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
、
組

織
の
拡
大
に
結
び
つ
け
た
と
り

く
み
を
引
き
続
き
強
め
、
重
点

課
題
の
前
進
を
勝
ち
と
り
ま

し
ょ
う
。

１１
月
１０
日
、
東
京
・
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
で
開
か
れ
た
「
諸

要
求
実
現
１１
・
１０
中
央
総
決
起

集
会
」
に
は
全
国
か
ら
３
千
人

が
参
加
。
大
震
災
か
ら
の
住
民

本
位
の
復
興
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反

対
、
社
会
保
障
・
大
増
税
反
対

の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
響
か

せ
ま
し
た
。
集
会
後
に
は
、
厚

労
省
や
財
務
省
、
経
済
産
業
省

前
で
抗
議
行
動
。「
原
発
ゼ
ロ

へ
」「
消
費
税
の
大
増
税
は
許

さ
な
い
ぞ
」「
賃
上
げ
、
社
会

保
障
の
充
実
を
」
な
ど
切
実
な

要
求
の
実
現
を
迫
り
ま
し
た
。

１１
日
、
名
ブ
ロ
は
本
庁
前
で

秋
年
末
闘
争
決
起
集
会
を
開

催
。「
賃
金
カ
ッ
ト
許
す
な
」

な
ど
の
要
求
を
掲
げ
参
加
し
た

千
人
の
仲
間
は
、
雨
雲
も
吹
き

飛
ば
す
勢
い
を
示
し
ま
し
た
。

職
場
に
い
る
未
加
入
者
（
正

規
・
非
正
規
問
わ
ず
）
す
べ
て

に
組
合
加
入
を
呼
び
か
け
よ
う

と
と
り
く
ま
れ
て
い
る
、
１１
秋

の
組
織
拡
大
月
間
（
１０
月
〜
１２

月
末
ま
で
）。
こ
れ
ま
で
に
１

０
３
人
が
加
入
。
西
尾
市
職
や

幸
田
町
職
労
で
は
、
非
正
規
の

仲
間
が
自
ら
の
要
求
を
実
現
し

よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
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西
尾
市
職
の
病
院
支
部
に
所

属
す
る
非
正
規
組
合
員
の
仲
間

は
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に
定
例

会
を
開
催
し
、
職
場
の
話
題
を

交
流
し
て
い
ま
す
。
西
尾
で
は

非
正
規
職
員
の
一
時
金
・
退
職

金
を
廃
止
し
、
賃
金
表
を
改
定

し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
職
場
オ
ル
グ
で

は
「
み
ん
な
が
一
時
金
を
貰
う

時
期
に
は
自
分
た
ち
も
欲
し

い
」「
夏
季
休
暇
は
正
規
並
み

に
欲
し
い
」
な
ど
の
声
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
声
を
受
け

市
職
は
こ
の
秋
、
非
正
規
職
員

の
「
賃
金
の
引
き
上
げ
」「
労

働
条
件
の
改
善
」「
夏
季
休
暇

を
正
規
並
み
に
」「
不
当
な
雇

止
め
の
禁
止
」「
経
験
年
数
を

加
味
し
た
賃
金
決
定
」を
求
め
、

要
求
書
を
提
出
す
る
な
ど
、
正

規
・
非
正
規
が
一
緒
に
運
動
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
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幸
田
町
職
労
で
は
、
保
育
士

で
つ
く
る
臨
職
部
会
を
結
成

し
、
職
場
交
流
を
強
め
て
い
ま

す
。
１０
月
２１
日
、
初
め
て
の
部

会
に
は
１４
名
の
内
１２
名
が
参

加
。「
年
休
の
繰
り
越
し
が
出

来
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
な

ど
、
様
々
な
要
求
が
議
論
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ヨ
タ
の
土
・

日
稼
働
で
行
わ
れ
て
き
た
休
日

保
育
が
、９
月
以
降
も
土
曜
日
、

全
園
で
１６
時
ま
で
と
、
１
園
で

１８
時
ま
で
の
延
長
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
親
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
１８
時
ま
で
延
長
を
希
望
す

る
人
が
１
５
０
名
程
お
り
、
１

園
で
対
応
出
来
る
の
か
の
疑
問

が
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。
部
会
で

は
、
全
園
で
の
延
長
が
実
施
さ

れ
る
と
、
経
験
の
浅
い
若
い
保

育
士
だ
け
や
、
臨
時
保
育
士
だ

け
で
の
対
応
な
ど
も
考
え
ら
れ

「
責
任
あ
る
保
育
が
で
き
る
の

か
」
な
ど
、
切
実
な
声
が
出
さ

れ
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、

と
り
く
み
を
強
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

定例会につどう西尾のなかま
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「
現現
給
保保
障
廃
止
」は
見見
送送
り
単単
組組
広広
が
る
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１１
月
１２
日
、「
住
民
が
主
人

公
の
地
方
自
治
を
す
す
め
る
交

流
集
会
」
が
労
働
会
館
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、
９８
人
が
参
加
。
自

治
労
連
か
ら
は
、
２６
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
神
戸
大
学
教
授

の
二
宮
厚
美
さ
ん
が
「
地
域
主

権
改
革
の
現
段
階
と
新
福
祉
国

家
の
課
題
」
と
題
し
て
講
演
。

河
村
名
古
屋
市
政
の
解
体
路
線

と
橋
下
大
阪
都
構
想
を
そ
れ
ぞ

れ
批
判
し
、
河
村
一
派
、
橋
下

一
派
と
対
決
し
て
、
自
治
体
の

民
主
化
を
す
す
め
れ
ば
、
地
域

か
ら
日
本
を
変
え
て
い
け
る
。

当
面
の
地
域
主
権
改
革
に
お
け

る
地
方
条
例
化
の
た
た
か
い
、

野
田
政
権
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
原

発
再
稼
働
、
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
の
３
大
争
点
で
の
た

た
か
い
を
す
す
め
て
い
こ
う
、

と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、「
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
が
地
域
主
権
改
革

で
地
方
へ
の
移
管
が
ね
ら
わ
れ

て
い
る
。
安
心
で
き
る
労
働
行

政
実
現
の
た
め
に
が
ん
ば
り
た

い
」
な
ど
、
分
野
別
の
報
告
と

し
て
全
労
働
、
愛
商
連
、
愛
知

介
護
の
会
、
共
産
党
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

地域から日本を変えていこうと訴える講師の二宮厚美さん

１１
月
５
日
、「
子
ど
も
・
子

育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
を
、
み
ん

な
で
考
え
よ
う
と
、「
豊
橋
の

保
育
を
よ
く
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
、
豊
橋
市
役
所
講
堂
で

開
催
さ
れ
、
７０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

静
岡
大
学
の
石
原
准
教
授
、

市
保
育
課
長
、
民
間
保
育
園
園

長
、
学
童
保
育
市
連
協
会
長
、

公
立
園
保
育
士
の
５
人
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
発
言
。

保
育
士
の
河
合
や
ち
よ
さ
ん

は
、「
こ
ど
も
の
発
達
を
保
障

す
る
こ
と
が
、
保
育
の
役
割
」

と
い
い�
新
シ
ス
テ
ム
�で
は
、

保
育
時
間
が
ば
ら
ば
ら
に
な
る

こ
と
や
、
給
食
の
外
部
搬
入
な

ど
の
問
題
点
を
あ
げ
ま
し
た
。

会
場
発
言
で
は
、
非
正
規
職

員
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
、
定

員
の
１
２
５
％
も
子
ど
も
が
つ

め
込
ま
れ
、
死
亡
事
故
が
増
え

て
い
る
こ
と
な
ど
、�
新
シ
ス

テ
ム
で
こ
ど
も
が
守
れ
る
の

か
�
と
い
う
問
題
が
浮
き
ぼ
り

に
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
労
連

����� 安くて
安心

病気入院
５０００円／１日

掛金
１７９０円／月�

新システムを批判する、河合やちよさん

西
尾
市
職
員
組
合
女
性
部

は
、
女
性
が
長
く
い
き
い
き
と

働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、
各

種
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
マ
ナ
ー
講
座
と
し
て

「
市
民
と
の
接
客
で
、
言
葉
遣

い
や
仕
草
で
不
快
感
を
与
え
て

い
な
い
か
し
ら
？
」「
ク
ー
ル

ビ
ズ
の
服
装
は
ど
の
程
度
ま
で

な
ら
Ｏ
Ｋ
？
」
な
ど
、
い
ま
さ

ら
恥
ず
か
し
く
て
聞
け
な
い
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
学
習
。
第
一
印

象
の
よ
い
品
格
あ
る
職
員
を
め

ざ
し
、
み
ん
な
で
学
び
あ
い
ま

し
た
。

講
師
は
、
不
当
解
雇
と
た
た

か
う
日
本
航
空
の
客
室
乗
務
員

で
国
際
線
、
国
内
線
の
フ
ラ
イ

ト
経
験
が
３０
年
以
上
あ
る
方
を

招
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
顔
の

表
情
・
声
の
大
き
さ
や
姿
勢
、

食
事
の
お
も
て
な
し
や
い
た
だ

き
方
、
ク
レ
ー
ム
の
対
応
な
ど

の
実
技
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

１０
月
２９
日
�
の
休
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
３０
名
以
上
の
参
加

が
あ
り
、「
講
師
の
笑
顔
、
仕

草
が
自
然
で
見
習
い
た
い
わ
」

「
来
客
の
多
い
職
場
な
の
で
早

速
、
呈
茶
が
参
考
に
な
り
ま
し

た
」
と
、
大
好
評
で
し
た
。

１１
月
１３
日
、
第
２８
回
ト
ヨ
タ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
豊
田
市
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
愛
労
連

は
じ
め
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
労

働
者
、
下
請
業
者
、
地
元
民
主

団
体
な
ど
様
々
な
立
場
の
人
た

ち
８７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

井
内
尚
樹
・
名
城
大
学
教
授

が
「
３
・
１１
以
降
の
日
本
経
済

と
今
後
の
地
域
経
済
の
あ
り
方

〜
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
礎
と

し
た
循
環
型
地
域
経
済
の
構
築

に
む
け
て
」
と
題
し
て
講
演
。

従
来
の
輸
出
型
産
業
構
造
か
ら

の
転
換
で
、
大
企
業
中
心
の
経

済
か
ら
、
地
域
資
源
を
活
用
す

る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
礎
と

し
た
、
中
小
企
業
が
中
心
の
経

済
、
地
産
地
消
へ
の
転
換
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
展
望
を
学
び
、

と
も
に
運
動
を
す
す
め
よ
う
と

論
議
を
深
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
具
体
的
な
行
動
と

し
て
ト
ヨ
タ
本
社
へ
の
要
請
、

２
０
１
２
年
２
月
１１
日
に
「
第

３３
回
ト
ヨ
タ
総
行
動
」、
中
小

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
県
内
全
体

で
と
り
く
も
う
、
な
ど
を
申
し

合
わ
せ
ま
し
た
。

講演する井内尚樹名城大教授

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

１２
月
３１
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

１
０
３
４
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は
、「
ハ
ク
シ
ャ
セ
イ
シ
ョ

ウ
」
で
し
た
。
２５
通
が
あ
り
、

２５
通
が
正
解
で
し
た
。

以
下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

送
り
ま
す
。

小
幡

和
子（
西

尾

市

職
）

神
田

達
弘（
豊
橋
市
職
労
）

坂
神

真
吾（
豊
橋
市
職
労
）

白
倉
あ
さ
み（
名

水

労
）

鈴
木

雅
喜（
瀬
戸
市
職
労
）

鈴
木

弥
生（
西

尾

市

職
）

林

義
修（
岩

倉

市

職
）

舟
橋

信
子
（
名
古
屋
市
職
労
）

松
本

幸
司（
豊
橋
市
職
労
）

盛
田

幹
夫（
名

水

労
）

クク
イイ
ズズ
のの当当

選選
者者

「
ち
ょ
っ
ぴ
り
品
格
あ

る
マ
ナ
ー
講
座
」
を
開

催
し
ま
し
た
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保
育
�
新
シ
ス
テ
ム
�
で

こ
ど
も
が
守
れ
る
の
か

豊 橋

大
企
業
中
心
経
済
か
ら
の
転
換
を

第
２８
回
ト
ヨ
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム


